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１．山形県内の話題について 

  （国の取組み） 

２．道路に関する国の新たな取組み 

  について 
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１．県内の話題について 

 ・国道13号大野目交差点の立体化 

   

 ・国道13号尾花沢新庄道路（尾花沢ＩＣ～野黒沢ＩＣ）の開通 

  

 ・道路のメンテナンス（予防保全・老朽化対策） 
 

 ・外国人旅行者にも分かりやすい道路案内標識の改善 

 

 ・情報発信の新たな取組み 
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■国道１３号大野目交差点の立体化 

・平成26年8月3日に大野目交差点の立体化事業が完了し、渋滞緩和に繋がりました。 

出典： 
山形河川国道事務所 

（Ｈ26.10.14： 
記者発表資料より） 
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■国道１３号尾花沢新庄道路（尾花沢ＩＣ～野黒沢IC）の開通 

・平成26年11月16日に尾花沢新庄道路（尾花沢IC～野黒沢IC）（約4.0km）が開通し、開通
済み区間も含め、全線（約18.2km）開通しました。 

出典： 
山形河川国道事務所 

（Ｈ26.10.14： 
記者発表資料より） 



5 

■道路のメンテナンス（予防保全・老朽化対策）（１/２） 

・道路インフラの老朽化に伴う補修・更新の必要性が高まる中、道路の維持管理を効率
的・効果的に行うため、H２６．５に「山形県道路メンテナンス会議」を立ち上げました。 

「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」を踏まえた動き 

出典：第２回山形県道路 

   メンテナンス会議資料より 
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■道路のメンテナンス（予防保全・老朽化対策）（２/２） 

・山形県道路メンテナンス会議では、橋梁長寿命化総合研修を開催し、職員の知識と 
点検技術力の向上を図るとともに、パネル展示などを実施して、道路施設の現状や課
題を広く理解していただく取り組みを進めています。 

▼座学研修 

▼リフト車による近接目視状況（現場研修） 

▼ 「道の駅」いいで（7/1～7/13）のパネル展開催状況 

▼「道の駅」あつみ（7/15～7/21）のパネル展開催状況 

出典：国土交通省資料 
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■外国人旅行者にも分かりやすい道路案内標識の改善 

・今年の６～９月に実施された山形ＤＣを前に、道路案内標識が外国人旅行者にも分か
りやすいものとなるよう、国・県・山形市・米沢市が連携して道路案内標識の改善を行
いました。 
・改善に当たり、外国人の方を交えて現地点検を行う等、取り組みを進めました。 

道路案内標識の改善事例 

・国道１３号米沢市万世町片子地内 

改善前 改善後 

▼現地点検の状況 

▼標識改善実施枚数（H26年4月～6月） 
位置図 

国土交
通省 

県 市 計 

山形市域 49 34 11 94 

米沢市域 11 56 8 75 

出典：国土交通省資料・山形県資料 
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■ 情報発信の新たな取り組み 

・国土交通省では、フェイスブック、ツイッターによる情報提供の取り組みを進めています。 

8 

 （参考事例  甲府河川国道事務所） 
 笹子トンネル天井板落下事故による迂回路（国道

20号）の交通情報を ツイッターにより提供 

・ツイッターフォロワー（登録者）数は1,000人以上とな
り、渋滞に関する問合せ件数が減少 

▼山形河川国道事務所フェイスブック、ツイッター画面 

出典：山形河川国道事務所ＨＰ、国土交通省資料 
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２．道路に関する国の新たな取組み 

  について 

 ・道路を「賢く使う」取組み 

 

 ・高速道路（無料区間）における休憩施設 

   

 ・道の駅を活用した地域活性化に向けた取組み 

 

 ・高速道路等を活用した地域活性化に向けた取組み 

 

 ・環状交差点（ラウンドアバウト） 
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■道路を「賢く使う」取組み（１/２） 

・国土交通省は既存道路を「賢く使う」ことにより、渋滞や事故
などの課題に対し、効率的に克服していくことを示しました。 

出典：国土交通省 第１２回国土幹線道路部会資料より 

▼「賢く使う」取組みの 

これまでの成果 
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■道路を「賢く使う」取組み（２ /２） 

・今ある道路を賢く使い、効率的に個別課題を克服していくことを目的としています。 

出典：国土交通省 第１２回国土幹線道路部会資料より 
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■高速道路（無料区間）における休憩施設（１/２） 

・国土交通省は、平成26年6月に高速道路（無料区間）の休憩施設として「道の駅」の設置
を進める方針を示しました。 

出典：国土交通省 

    第１２回国土幹線 

    道路部会資料より 
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■高速道路（無料区間）における休憩施設（２/２） 

・三陸道（仮）登米ＩＣは、国と登米市が連携し、道の駅として一体整備の検討を進めてい
ます。 

出典：国土交通省 

    第１３回国土幹線 

    道路部会資料より 
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■道の駅を活用した地域活性化に向けた取組み 

・国土交通省は「道の駅」を地方創生の拠点として位置付け、関係機関と連携し、総合的
に支援することを示しました。 

出典：国土交通省 

    第１３回国土幹線 

    道路部会資料より 
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■高速道路等を活用した地域活性化に向けた取組み（１/３） 

・人口減少・高齢化が急速に進む中で、高速道路等を活用した「コンパクトな拠点」＋ 
 「ネットワークの構築」により、活力の維持・向上に努めていく必要があります。 

出典：国土交通省 第１２回国土幹線道路部会資料より 

 都市の人口が10万人（都市圏人口として概ね30万人）を切ると、サービス産業に関する需要の低下・雇用の消失
を招き、これまで提供されてきた高度なサービス※を受けられなくなる可能性が指摘されています。 

※高度なサービス  
  ・・・ 百貨店、救命救急センター、大手コーヒーショップチェーン等 
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・ スマートＩＣを高次医療施設、大規模商業施設、工業団地、観光地等に直結させることで、
アクセス向上等が図られ、各産業に対する支援に繋がります。 

■高速道路等を活用した地域活性化に向けた取組み（２/３） 

出典：国土交通省 第１３回国土幹線道路部会資料より 
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・東北地方の周遊観光を活性化させる取り組みとして、高速道路の定額料金利用や宿
泊・観光施設の割引等を実施しています。 

■高速道路等を活用した地域活性化に向けた取組み（３/３） 
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■環状交差点（ラウンドアバウト） 

・平成26年9月に、環状交差点（ラウンドアバウト）の通行ルールを定めた改正道路交通法
が施行されました。 

環状交差点における車両等の交通方法の特例に関する規定の整備 

環状交差点では、 

・左折等するときは、あらかじめその前からできる限り道路の左側端に寄り、
かつ、できる限り環状交差点の側端に沿って徐行しなければなりません。 

・車両等は、環状交差点内を通行するほかの車両等の進行妨害をしてはい
けません。 

・環状交差点に入ろうとするときは、徐行しなければなりません。 

などの交通方法が定められました。 

▼道路交通法の改正のポイント 

出典：全日本交通安全協会 
●長野県須坂市の導入検討事例 

環状交差点の
道路標識 

（環状交差点の整備効果） 


